
当
徳
川
家
陵
町
江
用
車
掴
邸
に
臨
ん
だ
時
‘
召
さ
れ
て

一

オ
ホ
ヒ
マ
チ
パ
ナ
穴
姐
町
靖

童
相
仰
を
沼
治
す

一
利
家
に
仕

へ
、
利
伎
の
県
町
民
石
坂
理
患
の
際
に
は
一
に
圏
す
る
箆
帯
。
限
白
川
島
と
共
に
恕
謂
L
て
穴
水

-

弓
天
阿
茶
艇
を
縫
い
た
。
安
政
ミ
年
こ
月
十
一
日
間
目

了
。
貼
隆
治
の
北
拙
で
あ
る
。
そ
の
紺
外
に
茶
屈
が
あ

一
先
脅
し
て
秀
吉
か
ら
貸
せ
ら
れ
、
品料謹
に
千
百
依
に

一
と
も
い
・0A
。
天
文
元
年
七

B
詩
情
六
沼
南
出
酬
作
曲
目
註

)

一
L
、
弟
遊
山
也
統
を
泣
け
た
が
、
明
治
己
・1
二
年
近
忠
っ
て
、
引
船
と
辺
倒
を
か
れ
物
と
し
た
が
、
市
街
の
間

一
主
り
、
御
政
奉
行
に
任
じ
、
金
の
話
取
扱
に
斑
し
た
。
一
文
に

H
到
間
ハ
粁
)
穴
水
大
町
と
あ
っ
て
、
日
時
仰
徹

一
の
残
す
る
に
及
ん
で
、
大
砲
の
医
系
断
絶
し
た
。

閉

山
す
る
に
従
ひ
、
注
に
制
服
と
な
っ
た
。

了
ぞ
の
姉
統
は
第
七
代
金
太
郎
百
出
十
石
を
領
L
、
文

一
徹
た
る
形
勢
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

オ
ホ
ヒ
コ
J
ア
ト
カ
ク
シ
大
ひ
こ
の
跡
隠
し

オ

ホ

ヒ

ヤ

キ

大

栂

腕

案
作
大
一
側
で
刷
出
し
た
揖
ご

化
十
二
年
三
月
四
日
間
亦
の
上
立
隠
っ
て
知
行
を
お

一

オ
ホ
マ
チ
大
町

邸
主
仰
木
郷
に
印
刷
す
る
部
孫
。

能
殺
の
拠
市
℃
は
古
く
柿
月
日
四
日

小
以
粥
を
食
伎
の
刷
協
u

立
文
六
年
前
川
綱
紀
が
京
都
の
茶
人
千

一
政
さ
れ
た
。

-
明
治
巾
に
主
り
東
大
判
と
改
稿
し
た
。

L
、
之
を
大
ひ
ょ
の
あ
と
か
〈
し
と
い
う
た
が
、
そ

一
宗
去
を
招
い
た
時
、陶
工
H
K
左
衛
門
も
従
う
て
下
。
、
一

オ
ホ
ヒ
ラ
サ
マ
ノ
ジ
ヨ
ウ
大
平
左
馬
允

又
左

一

オ
ホ
マ
チ
大
町

臥
奈
川
端
11
の
内
の
小
宅

の
殺
は
明
ら
か
で
な
い
。

一
宗
主
の
者
按
に
恭
づ
き
て
将
止
の
若
田
川
を
製
し
た
に

一
馬
升
に
作
る
。
部
は
努
問
。
父
の
名
も
左
町
内
允
o
初

一

オ
ホ
マ
チ
大
町

珠
洲
川
大
町
泥
水
の
内
の
小

オ
ホ
ピ
シ
イ
ケ
大
一
義
池

均
一
川
河
色
川
相
場
施
郷

一
初
る
o
そ
の
粕抽
出
赤
此
色
に
し
て
光
卸
を
設
す
る
を

一
め
品開
千
百
依
を
受
け
た
が
、
後
五
百
五
十
石
と
な
っ

一
子
。

に
泌
す
る
恕
wmo
u山
れ
は
小
説
他
村
と
の
境
に
大
地

一
飴
刷
と
都
し
、

x
m一決
も
遣
っ
た
。
後
に
日
間
刻
叩
出

一
た
。
臨
長
十
九
年
大
坂
冬
の
役
に
足
聴
聞
を
勤
め
、

一

オ
ホ
マ
チ
ガ
ハ
大
町
川

出
出
向
山
四
柳
の
東
方

と
い
ふ
の
が
あ
る
に
凶
る
。

一
を
も
製
L
、
滞
米
に
は
系
外
の
も
の
十
除
家
を
数
へ

一
御
飯
奉
行
を
衆
ね
、
夏
役
に
は
こ
，
丸
で
尚
一
つ
を

↑
山
聞
か
ら
川
で
、
大
川
を
縦
、
回
統
し
て

ω知
お
に

オ
ホ
ヒ
チ
ョ
ウ
ザ
エ
モ
ン
大
樋
長
左
衛
門
初
る
に
討
っ
た
。

一
一位た。

一
入
る
。

代
問
問
左
衛
門
は
明
断
巾
京
都
二
位
M
V
品
川
に
住
L
、
奨

オ
ホ
ヒ
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ
霊
山
妓
能
楽
綿
巾
，
峠
に

一

オ
ホ
ヒ
ラ
ユ
キ
h
F
ダ
大
卒
以
忠

辺
都
銭
次
郎
・
一・

オ
ホ
マ
チ
ジ
ヨ
ウ
大
町
披

臥
京
川
本
郷
の
大

一
入
姉
育
兵
街
に
制
限
し
て
製
刷
を

mび
、
立
文
六

一
在
っ
た
o
越
官
引
二
一
州
芯
に、

師出
土
日
の
迫
状
向
作

一
梅
干
助

・
金
太
夫

・
欣
太
夫
。
安
永
九
年
新
設
に
列

一
川
に
在
っ
た
O

M

制
中山
は
明
ら
か
℃
な
い
。

年
本
山
人
イ
宗
祭
に
仲
は
れ
て
金
仰
に
来
り
、
大
山間
町

一
す
る
と
あ
る
o

一
し
、
天
明
二
年
新
知
百
石
を
相
官
て
組
外
に
泌
み
、
前

一

オ
ホ
マ
チ
ド
ロ
ノ
キ
大
町
泥
木

珠
洲
川
直
郷

に
U
し
て
祭
餓
拠
諮
り
郁
に
従
っ
た
o
是
よ
り
大
山
側

一

オ
ホ
ヒ
ョ
ウ
h
M
ン
ヤ
マ
大
瓢
箪
山

石
川
端
綿

一
間
軍
政
の
近
留
に
任
じ
、
三
年
入
且
品
川
八
日
泌
島
の

一
に
凶
す
る
部
w
問
。
も
と
は
大
川
と
泌
木
と
ニ
凸
で
あ

を
氏
と
し
、

EH二
年
正
月
什
一

H
m目
、
玄
則
一
采

一
波
川
の
上
統
南
方
に
あ
る
山

oEC一
一』
四
九
米
。
一

刑
に
臥
せ
ら
れ
、
四
年
三
且
十

一
日
記
腕
に
赴
き
、

一
っ
た
。

尉
士
と
話
せ
ら
れ
、
且
心
寺
に
一
明
る
o
ま
た
二
代
役

山
畑
山
は
第
三
紀
耐
。

一
五
年
十
一
且
抗
泊
さ
れ
て
邸
り
、
文
新
番
に
復
L
、
克

一

オ
ホ
マ
チ
ホ
大
町
保

拠

品

榔
に
あ
っ
た
o
法

在
術
門
は
附
川
吉
徳
・
岬
町
民
二
伎
の
命
を
都
じ
て
剛
山

一

オ
ホ
ビ
ヨ
ウ
ブ
大
扉
風

能
呉
川
別
山
の
頂
上

一
一政
六
年
十
二
且
的
見
直
右
術
門
恒
敬
の
也
知
百
石
を
受

一
久
三
年
住
加
の
能
積
凶
川
数
日
録
に
、
『
大
川
保
、
立

削

L
、日
邑
平
四
年
入
月
日
二
一H
m問
。一一一
代
以
後
は
勘

一
か
ら
御
前
院
に
向
か
ふ
飾
的
耐
の
す
ぐ
阪
方
に
近
〈
立

一
け
て
組
外
と
な
り
、
結
胞
を
縦
、
文
化
八
年
五
十
石

一
向
七
段
七
、

リm
A
Yん年
続
性
従
』
と
あ
る
。
後
川
亦

兵
術
と
抑
制
し
た
。

一
つ
て
ゐ
る
む
拠
を
い
」。

一
を
加
へ

‘
定
番
御
均
姐
に
斑
し
て
謹
に
物
間
前
に
池

一
大
町
制
怖
が
あ
る
。

オ
ホ
ヒ
ノ
ハ
ス
大
樋
の
還

金
仰
の
出
拙
河
北

一

オ
ホ
ヒ
ラ
大
卒

羽
咋
部
銘
打
郷
に
幽
す
る
部

一
み
、
文
政
九
年
六
十
一
歳
を
以
て
残
し
た
。

子
此
母

一

オ
ホ
マ
チ
ホ
大
町
保

出

品

川
にい
脳し
、
滞
政

州
大
凶
は
訟
を
名
花
と
し
、
七
八
且
花
慌
の
凶
に
は

一
川市
o

一
屯
道
後
を
嬰
い
だ
が
、
天
保
二
年
七
且
出
奔
の
上
克

一
時
代
で
は
大
川
村
の
み
を
含
ん
で
m
H
た。

加
古併-』
h

に
絞
り
て
山
花
の
聞
く
や
一見
、
父
来
日民
に
↑

オ
ホ
ヒ
ラ
ガ
ハ
大
平
川

刑
制
同
州
大
平
の
大
平

一
郎
っ
て
知
行
を
召
脱
さ
れ
た
。

一

オ
ホ
マ
チ
ヤ
h
T
Y

大
町
薬
師

l
ラ
イ
コ
ウ
ジ

閉
山
う
て
泌
阪
を
口
侃
し
た
o
巡
航
裁
の
起
以
は
明日か

一
坂
か
ら
川
℃
、
対
越
側
で
熊
木
川
に

wznふ
o
流
棋

一

オ
ホ
ブ
ン
ギ
ヨ
ウ
大
分
校

江
沼
榔
能
楽
協
に

一
来
迎
寺
(
以
京
〉O

で
な
い
が
、
滞
政
中
水
川
を
加
す
こ
と
を
禁
じ
た
か

一
四
粁
弱。

一
留
す
る
郎
務
。
明
治
申
に
主
り
、
小
分
校
と
併
せ
て

一

オ
ホ
マ
ル
ヤ
マ
大
丸
山

臥
ボ
山
内
保
の
う
ち

ら
、
甚
だ
し
く
同
車
す
る
に
京
ら
な
か
っ
た
。

一

オ
ホ
ヒ
ラ
カ
ベ
大
卒
壁

能
m
語

別
山
の
頂
か

一
分
校
と
し
た
。

一
般
子
屋
の
南
に
あ
る
山
o
お
さ
一
一
一
一

九
米。

オ
ホ
ヒ
マ
チ
大
剣
町

金
仰
の
川
れ
o
允
は
河

一
ら
刊
附
に
向
か
う
て
別
山
室
平
に
す
-る
飾
的
脚
の
東
方

一

オ
ホ
マ
チ
大
町

幽
烏
榔
大
阿
保
に
邸
す
る
部

一

オ
ホ
マ
ル
ヤ
マ
大
岡
山

邸
主
巾
太
凶
川

石
川
郷
包
接

lli) 
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大

町

大
卒
左
馬
允

一
三
五

オ
ホ


